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論文内容の要旨
芸員
チどもが住空間を理解していく過科を雫間表象に着目して追求した。表象とは刺激の存夜がなく、受容
~~に興奮が生じないにもかかわらず、大脳中枢の興奮にもとづいて生じる像であり、それまでの経験を通
して形成される。模型で自分の家を作らせる手法を考案し、幼児期からの子どもの発達過程を究明した。
第2章で空間理解の基盤となるチどもの空間経験の実状を探り、第3章で幼児期を描l面と模型実験の双
おから捉えると共に、実空間の内部を表現するには模型が適した手法である事を確認した。第4章で小中
学生期を取りあげ模型J製作過程の分析から、製作順序には①家具、②一部屋毎、(~)壁から配置する 3 タイ
プがみられ、それらは理解程度と関連することを見いだした。更に家具を拠り所に理解する「家具象徴
型J、内部視点、で捉えるわレート型J、壁で部屋構成を表現し部屋を相互に関係づけて捉える「サーヴェ
イ型」の3つの類型ーがあることが分かった。家具象徴型は発達の初期から見られるが、ルート型は3室の
部屋の関係を理解する段階の後期にみられ、理解が深まるにつれてサーヴェイ型に収赦していく。第5章
で建物の規模と空間経験が空間表象に及ぼす影響を、児童館の模型製作実験との比較よりみた。児童館で
は殆どの子どもが一部屋毎に作り、発達初期には各部屋を独立して認知する「部屋独立型jがみられた。
第6章できょうだいの比較から、個人差にかかわる要閃を追求した。住宅と児童館実験の双方で空間表象
の発達が年齢と逆転する組があり、空間経験が殆ど同じ双子やきょうだいでも雫聞の捉え方や発達の早さ
が異なる事が分かった。第7章では、個人を対象に 2年後の発達を追跡し、これまでの結果を検証した。
子どもは幼児期には母子一体的な生活であるが、成長に伴って親子の生活領域は分離し空間要求も増す。
このような状況下における空間表象実験で、以下のことが分かった。
1 )子どもの住空間の捉え方は、発達初期には牛活行為を支える「もの」を中心に捉えている。次いで、行
為を中心とした視点が手がかりとなり、最終的には建物全体の理解の上に空間の構成を捉えるようになる。
2 )空間構成の理解は段階的に進む。住空間の理解は小学 1年前後に部屋相互の関係性を捉え初め、 3年
生頃に大まかな空間構成を把握する。スケール感を獲得することは難しく、小学校高学年以降になる。
3 )子どもの空間把握は規模や利岡頻度の影響を受け、空間の質によって捉え方や理解度が異なる。
4 )大規慎空間や利用が想定される空間では、利用頻度の高い空間だけを個別に思い浮かべ、建物全体の
空間構成は意識に上り難い。
5 ) '4J.問理解には個人差があるが、長期的に見ると発達差は各段階で縮小され、大勢としては暦年齢に対
応していく。
6 )空間経験や成育環境が同じでも空間表象には大な差がある。空間に対する興味の持ち方などが個人差
を形成すると考えられる。
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7 )描画には子どもの興味が反映され、幼児期は空間内の人や物に関心の強い子どもが多いが、建物とし
ての家の側面に興味を示す子もいる。幼児期に先ず、家の内と外を意識する。「部屋の集まりとしての家J
を捉えている子もおり、このような概念は部屋の関係性についての理解と椙互に作用しながら発達する。
B)模型製作実験は年齢差のある子どもの空間表象の相主比較を可能にし、客観的に分析できる手法であ
った。また個人によって引き出されるものが拡散ーするのを統制できるため低年齢の子どもを対象とするこ
とが可能となり、発達の初期段階から捉えることができた。
以上、子ども特有の空間の理解の仕方を知ることができ、空間計商に新たな視点、を加えると考える。
論文審査の結果の要旨
本論文は子どもの空間表象と現実の住宅平面図の比較、模型制作JI煩序の分析をもとに幼児期から小中学
生期の子どもの住空間把握の類型と形成過程をとらえ、児童館との比較で空間経験や建物規模、個人差な
どの影響を検討し空間把掃の発達過程を明らかにしている。低年齢児の空間表象の発達過程を客観的にと
らえるために空間構成部材と家具・設備などのエレメントを模型で提供しそれらを組み立てさせる「空間
僕型製作法Jを適用し3歳程度の幼児の空間表象の客観的把握と相互比較分析を可能としている。子ども
の空間認知については既にピアジェをはじめとする多くの研究がみられるが、 3次元的建築空間の特質の
認知の解明を目的とした研究は殆どない。保育園や幼稚園、小学校、児童館などの施設における避難計画
は重要な課題であるがその基盤となる空間認知状況は解明されておらず、そうした意味で本論文は研究成
果の適用が期待される応用的研究の視点、も有している。
本研究はまず子どもの日常生活における空間経験の実態を明らかにしている。次いで低年齢の幼児期の
子どもの住空間表象について描画表現と模型表現を比較し f模型空間作製法」の特徴と有効性を検証して
いる。模型空間製作法による空間表象と現実の各住宅平面図の比較、模型製作過程の使用部材数や種類・
作製順序の分析で得た3つの作製過程タイプが空間理解レベルと関連することを検証し、子どもの内部空
間把握は空間内部の家具から始まり発達とともに壁の理解へと移行することを得ている。子どもの空間理
解レベルを示す類型は「家具象徴型J、洞窟のように内部空間の見えを表現している「ルート型Jから、
成長に伴い墜によって内部空間を把握する『サーヴェイ型Jに収敏してゆく。大規模で利用する場所が限
定される建物では利用頻度の高い部屋とその階だけが意識される「部屋独立型Jが多く「サーヴェイ型」
がみられないこととも合わせて、空間の規模や質が空間表象の形成に影響を及ぼすことを解明している。
幼児期にみられる発達の個人差は大局的にみるとスケール感の獲得など発達レベルの上昇とともに発達速
度が落ちることで差は縮まり暦年齢と対応するようになる。一般的に小学 1年前後から住宅内部の部屋の
関係を意識し始め、 3年頃には3室以上の部屋の関係性を統合して大まかな空間構成を把握できるように
なるが、スケール感の獲得はその後の小学高学年以降となることを検証している。
以上、本論文は研究課題へのアプローチ方法の独創性、詳細で敏密な多数の実験の分析と適切な論点整
理・総合化など柔軟で独創的研究手法が随所に駆使されており、今後の子どもの空間認夕日研究への新しい
方法論の確立に貢献した研究として評価できる。
よって、本論文は博士(学術)の学位を授与するに価するものと認められる。
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